
　
　

編　

集　

後　

記

『
外
交
史
料
館
報
』
第
二
八
号
で
は
、
平
成
二
六
年
七
月
一
一
日
に
外
交
史
料

館
講
堂
に
お
い
て
開
催
し
た
鈴
木
董
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
会
「
日
本

と
ト
ル
コ
で
大
使
館
が
開
か
れ
る
ま
で
―
近
代
外
交
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
と
日
本
と

ト
ル
コ
の
常
駐
在
外
公
館
網
の
発
展
―
」
の
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
講
演

で
は
、
近
代
西
欧
が
原
動
力
と
な
っ
て
近
代
外
交
シ
ス
テ
ム
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡

大
す
る
な
か
で
、
ト
ル
コ
と
日
本
間
で
の
大
使
館
設
置
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
代
外

交
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
入
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
内
で
の
発
展
過
程
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
意
味
を
も
っ
た
の
か
、
文
明
史
的
視
角
か
ら
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
号
で
は
、黒
沢
文
貴
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
に
よ
る
論
文
「
日

露
戦
争
へ
の
道
―
三
国
干
渉
か
ら
伊
藤
の
外
遊
ま
で
―
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
本

論
文
で
は
、
日
露
戦
争
開
戦
に
向
か
う
指
導
層
の
決
断
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な
認

識
が
潜
ん
で
い
た
の
か
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、日
本
の
対
露
開
戦
へ
の
道
程
を
、

日
露
関
係
史
の
文
脈
に
お
い
て
再
考
し
て
い
ま
す
。

史
料
紹
介
と
し
て
は
、
服
部
龍
二
編
纂
委
員
が
「
田
中
首
相
・
ス
ハ
ル
ト
大
統

領
会
談
録
―
一
九
七
四
年
一
月
一
五
日
」
と
題
し
て
、
外
交
記
録
「
田
中
総
理
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
」
所
収
の
田
中
総
理
・
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
会
談
録
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
神
山
晃
令
編
纂
委
員
は
「
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
と
の
協

力
終
止
関
係
史
料
」
と
し
て
、
既
刊
『
日
本
外
交
文
書
』
に
は
編
纂
上
の
都
合
か

ら
再
録
し
得
な
か
っ
た
、
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
と
の
協
力
終
止
に
関
す
る

北
岡
寿
逸
Ｉ
Ｌ
Ｏ
帝
国
事
務
局
長
か
ら
の
書
簡
等
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て

濵
田
耕
平
事
務
官
は
、｢

外
交
史
料
館
所
蔵｢

外
交
公
文｣

と
明
治
初
期
外
務
省

の
編
纂
事
業｣

の
中
で
、
外
務
省
が
明
治
初
期
に
編
集
・
収
集
し
た
記
録
文
書
の

集
積
で
あ
る
「
外
交
公
文
」
に
注
目
し
、
各
史
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

明
治
期
に
お
け
る
記
録
編
纂
事
業
の
特
質
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
当
館
で
公
開
し
て
い
る
史
料
の
目
録
情
報
を
集
約
し
そ
の
全
体
像

を
紹
介
し
た
活
動
報
告
、
平
成
二
六
年
三
月
に
刊
行
し
た
『
日
本
外
交
文
書　

昭

和
期
Ⅲ
第
一
巻
・
第
二
巻
』
の
概
要
、
平
成
二
六
年
一
月
四
日
か
ら
二
月
二
三
日

ま
で
、
埼
玉
県
立
文
書
館
と
当
館
と
の
共
催
に
よ
り
埼
玉
県
立
文
書
館
展
示
室
に

て
開
催
し
た
「
地
図
ア
ラ
カ
ル
ト　

世
界
と
地
域
」
に
つ
い
て
の
報
告
、
同
年
五

月
一
三
日
か
ら
九
月
一
二
日
ま
で
在
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
と
当
館
の
共
催
で

開
催
さ
れ
た
特
別
展
示
「
日
本
と
ト
ル
コ
―
国
交
樹
立
九
〇
年
―
」
の
解
説
記
事
、

さ
ら
に
、
平
成
二
六
年
九
月
二
四
日
よ
り
同
二
七
年
五
月
八
日
ま
で
開
催
中
の
特

別
展
示
「
マ
ッ
サ
ン
展
」
の
開
催
の
背
景
や
実
現
に
向
け
て
の
経
緯
等
に
つ
い
て

の
、
高
橋
周
平
外
交
史
料
館
長
と
白
石
仁
章
課
長
補
佐
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど
も

併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
号
刊
行
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た

各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
外
務
省

の
公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

外
交
史
料
館
報　

第
二
十
八
号

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

編
集
発
行　

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
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港
区
麻
布
台
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三

電
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三
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東
京
都
大
田
福
祉
工
場

東
京
都
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田
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大
森
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二
二
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二
六


